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松 波 蜜 病 院

羽島郡笠松町田代185の 1

TEL 058-388-0111(1に )

社会医療法人 蘇西厚生会

理   念
私たちは、地域中核の社会医療法人として地域

住民の皆様に、安全で質の高い医療・福祉を
効率的かつ継続的に提供する。

基 本 方 針
私たちは、医療における安全を重視し、患者様
中心の根拠に基づいた医療・福祉サービスを
提供します。

私たちは、患者様や利用者様のプライバシーを
守り、権利を尊重します。

私たちは、経営の安定と組織の活性化を図り、
職員の働きがいと生活が安定し向上するよう
努力します。
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松 波 総 合病 院
▽創 設 1933年 ▽ 432床 ▽看 護

態 勢 7対 1▽ 常 勤 医 86人 ▽ 内

科 、 外 科 、 産 婦 人 科 な ど 24
科。 人 間 ドック、 検 診、 人工

透析 をす る 「まつ な み健 康増

進 ク リニ ッ ク」 や 、 訪 問 看

護 、 居 宅介 護 支 援 な どの事 業

所 が入 る 「ま _lな み在 宅総 合

ケアセ ンタ ーJが 隣接 ▽笠松
田丁田代 185の 1

▽名 鉄 西笠松 駅 、名 鉄笠松 駅

か ら徒 歩 10分
▽「彗言舌058(388)0111

岐阜の病院 つなごう医療

2010年 (平 成22年 )2月 21日 (日 躍日)

轍軸柱

一
階

の
救
急
外
来
室
。
あ

る
昼
下
が
り
、

救
急
車

で
搬

送
さ
れ
た
高
齢

の
女
性
が
検

査
を
受
け

て
い
た
。
心
筋
梗

塞

の
疑

い
が
あ
り
、

男
性
医

師
が

モ
ニ
タ
ー
に
映

る
血
流

の
動
き
を

つ
ぶ
さ
に
見

つ
め

る
。そ

の
最
中
、

風
呂
場

で
意

識
を
失

っ
た
高
齢
男
子
が
救

急
車

で
各
務
原
市
か
ら
運
び

込
ま
れ
た
。
医
師
ら
は
救
急

隊
員
か
ら
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、

同
時

に
心
電
図
な
ど

で
症
状
を
診
察
し
て
い
く
。

ス
タ

ッ
フ
は
昼
食
も
取
ら
ず

治
療
に
当
た

っ
て
い
た
。

一
九

三
三

⌒昭
和
八
）
年

に
松
波
外
科
医
院
と
し
て
開

設
さ
れ
、

右
肩
上
が
り
で
地

域

の
中
核
病
院

に
ま
で
成
長

し
た
。
今
ま
で
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
も
運
営
。

形
成

外
科
な
ど
各
分
野
の
専
門
医

も
抱
え
て
質

の
高

い
医
療
を

提
供
し
て
い
る
。

松

波

英

一
名

誉

院

長

の

「救
急
患
者
は
断
る
な
」

の

言
葉
が
昔
か
ら
の

「社
是
」

で
あ
り
、

救
急
医
療
が
大
き

な
柱
と
な

っ
て
い
る
。
昨
年

一
年
間

で
三
千
百
七
十
七
人

の
救
急
車

の
患
者
を
受
け
入

れ
、

時
間
外
患
者
も

一
万
六

千

二
百
六
十
三
人
と
多
い
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
が
外

来
、

集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
が

入
院
と
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を

二
十

四
時
間
態
勢

で
果
た
し

て
い
る
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
荒

木
恒
敏
セ
ン
タ
ー
長
は

「患

者

の
病
態
が
劇
的
に
変
化
す

る
。
短
時
間
で
診
断
、

治
療

を
行
う
必
要
が
あ
り
、

自
分

を
試
さ
れ
る
」
。
集
中
治
療

セ
ン
タ
ー
の
責
任
者

で
あ
る

赤
松
繁
副
院
長
も

「最
先
端

医
療

で
生

死
の
境
に
い
る
患

者
を
救

い
た
い
」
と
思
い
を

謳
巾
一／０
。

県
境
に
あ
る
立
地
か
ら
、

県
南
部

の
市
町
に
加
え
、

愛

知
県
西
部
か
ら
も
救
急
患
者

は
搬
送
さ
れ
る
。
各
市
町
の

救
急
隊
員
の
レ
ベ
ル
向
上

の

た
め
勉
強
会
を
定
期
的
に
催

し
、

隊
員
と
医
師
ら
の
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
に
力
を

注
ぐ
。
気
管
挿
管

で
き
る
救

急
救
命
士

の
育
成
に
も
積
極

的
に
協
力
。
現
在
、
岐
阜
市

近
郊
に
い
る
五
十
六
人
の
う

ち

十

七

人

の
育

成

を

支

援

し
、

地
域

の
救
急
医
療
を
底

上
げ
し
て
い
る
。
住
民
向
け

に
は
、

自
動
体
外
式
除
細
動

器

（Ａ
巨
Ｄ
）

の
使

い
方
な

ど
も
市
民
講
座

で
開
い
て
い

る
。

「病
院
に
来

る
前

の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
命

を
救

う

こ
と

に

も

つ
な
が

る
」
と
赤
松
副
院
長
。
救
急

現
場
に
携
わ
る
関
係
者
、

地

域

住

民

を

巻

き

込

み
な
が

ら
、

救
急
医
療
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。
　

⌒石
井
宏
樹
）

中

核

の
存

在

目
指

す

山
北
宜
由
院
長

の
話
　
病
院
を

運
営
す

る
蘇
西
厚
生
会
は
県
内

で

初
め

て
公
共
性

の
高

い
医
療
を
担

う

「社
会

医
療
法
人
」

に
認
定
さ

れ
た
。

医
療
か
ら
福
祉
ま
で
幅
広

い
関
連
施
設
を
生
か
し
、

人
生
を

カ
バ

ー
で
き
る
病
院
と
し

て
、

県

内

一
の
急
性
期
医
療
と
介
護
福
祉

の
拠
点

で
あ
り
た

い
。
地
域

の
中

核
と
し

て
の
存
在
を
確
立
す
る
た

め
、

で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
訪

れ

て
い
た
だ
け
る
病
院

に
し

て
い

き
た
い
。

「中日新聞社許諾済」



4階

看護師長 大 暮

4階病棟は産婦人科・小児科を主体と

した女性中心の病棟で急ll■期看護を実践

しています。

産科は、不妊・切迫流早産・分娩・産褥

育児を通 しての継続看護を行つていま

す。助産師を中心に手と目で患者様を

しつかりと看て判断し行動することで、異常の早期発見、妊娠 0分娩・育児に伴う指導・精神的

フォローを行なっております。

婦人科は、月 0本が手術日で、子宮筋腫・卵巣嚢腫 (内視鏡的手術)の手術を中ノらに実施し、

他に癌患者の化学療法看護を行なっています。女 ll■特有の疾患であるため疾患に関する十分な知

識と観察を行なう事で治療とともにメンタル的な部分での介入を大切にしています。

小児科は、小児疾患(肺炎・気管支炎・脱水 01易炎など)を 中心に看護を実施しています。患児と

看護師との良い人間関係を保つために、看護師の技術が優れていることは大きな要素であり、小

児の不安と苦痛を最小限にしながら年齢発達を意識した関わりができるように努力しています。

小児の場合、家人が付き添うケースも多<、 患児本人を取り巻<家人に対 してのサポートも重要

と考え看護の中でより良い信頼関係を築いていけるように努力しております。

その他女性病棟として、内科、外科を含ぬ混含病棟で、若年層から老年まで対象は幅広いた

め、看護師の知識・技術・瞬時の観察 0判断能力を持って、日々、患者様と向き合い、女性病棟

特有の細やかな配慮と心配り、心身ともに充実した看護ケアを目l旨 し、いつも笑顔での丁寧な対

応を提供できるように心掛けるよう努力しております。

ｆ

轟

警

難

ぬ
無

鰤
少

た
多

』
　一　
匡
二
　訪
一二

畿
　
多

鬱

血糖・血圧・脂質も軽度のうちに改善しましょう

『―無・二少・三多』の6つの健康習1慣
:

無煙 タバコは吸わない

少食 (腹 6～ 8分)・ 少酒 (ビールなら中瓶 1本、日本酒なら 1含まで)

多動 積極的に動 <、  多休 休憩、休養、睡眠を十分とり心コリフレッシュ

多接 多<の人、事、物に接してよい趣味をはぐ<み、豊かで倉」造的な生活を 0・
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（ 皿 用 コ � 琳 悌 ）

釧 上 「 ω 耐 Ш
‐ Ｎ Ｏ Щヽ 咄 コ

σ Ｏ ∞ � Щ ホ 戦
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戯 撃 酬 冊 い 「 Ｎ ｏ め 　 　 　 　 諮 跳 ３ め

■ 誌 剤 ｍ 讐 冊 ※ 赫 汀 部 磁 狐 雨 針 が コ 舛 竃 針 耐 湖 ｄ 獅 品 一［ 的 ヽ ロ ス 醜 餅 ぐ 〆
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